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Research Abstract ⾮⾃明な環境下、特に散逸がある場合の量⼦トンネル効果の解析を⾏った。 
散逸効果は、古典的には摩擦⼒として簡単に導⼊できるが、ラグランジアンやハミルトニアンを必須とする量⼦論では、簡単に導⼊することはできない。そこ
で、摩擦のミクロな根拠に戻って、実際に多数の環境⾃由度と相互作⽤がある系を⽤意し、環境⾃由度についての量⼦効果を積分することによってターゲット
⾃由度の有効相互作⽤を導き、この有効相互作⽤のもとでのトンネル効果について⾮摂動くりこみ群によって解析する、という⼿法を開発した。 
有効相互作⽤は、時間⽅向に⾮局所的な⻑距離相関項を含み、普通の意味でのハミルトニアンはエネルギー固有値、エネルギー固有状態という概念で系を考察
することができない。これまでは、経路積分を半古典的に解析するいわゆるインスタントン法に対して、この⻑距離相関項を摂動的に取り⼊れて解析されてき
た。しかし、⻑距離相関項を摂動的に扱える保証はまったくない。そこで我々は、普通の⾮調和振動⼦や、摩擦のないトンネル効果の場合に、インスタントン
法と相補的に良い結果を与えることを既に⽰している⾮摂動くりこみ群による有効ポテンシャルの評価、という⼿法をこの場合に拡張して適⽤した。 
トンネル効果が摩擦によって抑制されると、局在化が起きることが予想されるが、これを相転移として捉え、局在化感受率を定義して、それの発散を外挿によ
って求めた。その結果、摩擦⼒を⼗分強くすると、局在化相転移が確かに起きること、しかし、その臨界摩擦⼒はこれまでのインスタントン法による評価より
はかなり⼤きいことを⽰した。更に、この相転移が2次転移で、ある種のユニバーサリティを持っていること、を⽰唆する結果を得た。
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